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研究の概要：

計算機を活用して医薬品を開発するための研究を行っています。ソフトウェアに関して

は、既存の手法に加え、独自のアルゴリズムや計算技術を開拓し、オリジナルのプログラム

を開発しています。開発されたソフトウェアを活用して、腫瘍を治療するための医療用抗体

を設計したり、抗HIV薬を設計したりしています。実際に抗体に関しては、生化学実験によ

り設計した抗体分子を発現精製して、その有効性を解析しています。抗HIV薬に関しては、

有機化学実験により設計した薬物を合成した上で、薬効を評価しています。


